
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
※　平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率、管渠老朽化率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成29年度決算）
兵庫県　尼崎市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

50.72 9,123.50 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Aa 非設置 462,744

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 77.14 99.99 71.90 1,683 462,436 40.55 11,404.09 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①の経常収支比率は、
　100％を超えると、収支の黒字を示し、尼崎市は類似
　団体と比して良好な状況にあります。
②の累積欠損金比率は、
　0％を超えると、欠損金などの不良債務があることを
　示し、尼崎市は平成15年実施の使用料改定で累積欠損
　金を解消し、それ以降は発生していません。
③の流動比率は、
　100％を超えると、1年以内に支払うべき債務に対する
  現金等を保有している状況を示し、尼崎市は類似団体
　に比して良好な状況にあります。
④の企業債残高対事業規模比率は、
　収入に対する企業債残高（借金）の割合を示し、尼崎
　市の下水道は類似団体の中でも歴史が古く企業債残高
　（借金）が一時的に減少していますが、今後の施設改
　築の進捗に伴う増加が懸念されます。
⑤の経費回収率は、
　100％を超えると、汚水処理に要する費用を市民や事
　業者の方のご負担である使用料収入で賄えていること
　を示し、尼崎市は類似団体と比して良好な状況にあり
　ます。
⑥の汚水処理原価は、
　1㎥当たりの汚水処理に要する費用を示し、尼崎市は
　類似団体に比して汚水処理が安価にできています。
⑦の施設利用率は、
　晴天時の汚水最大処理能力に対する施設利用の効率性
　を示し、尼崎市は汚水量の減少傾向により施設能力に
　余裕がある状況となっています。
⑧の水洗化率は、
　水洗便所を設置している割合を示し、尼崎市は類似団
　体に比して良好な状況にあります。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

①の有形固定資産減価償却率（施設老朽度）は、
　数値が100％に近いほど保有資産が耐用年数に近づい
　ていることを示しています。
②の管きょ老朽化率は、
　耐用年数を経過した管きょの保有比率を示していま
　す。
　①、②共に類似団体に比して高い数値となっておりま
　す。特に②の管きょの老朽化率は上昇しており、今後
　さらに上昇していく見込みです。尼崎市は、下水道の
　歴史が古く建設開始から約60年が経過しており、類似
　団体に比して施設の老朽化が顕著に表れています。
③の管きょ改善率は、
　管きょの総延長距離数に対する各年度に改築した管
　きょの割合を示し、尼崎市は類似団体と比して同様
　の水準となっています。しかし、管きょ老朽化率が
　類似団体に比して高い中、さらに改築更新等の対策
　を推進していく必要があると考えております。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

全体総括

 尼崎市は、市域が北から南へとほぼ平坦で緩やかな勾
配を持ち、人口密度が高いという状況の中、下水道には
次の特性があります。
⑴下水道整備を昭和28年と早期に着手したこと、
⑵下水道管きょは汚水と雨水を同時に集水する合流式が
95％以上であること、
⑶市域を分け、一方を市で、他方を県で分担し下水の処
理を行うこととしたこと、などにより経済的・効率的に
整備を行ってきております。
　近年の財政状況は、損益収支で黒字基調が続いている
ものの、収入の根幹となる汚水排出量が減少傾向にある
ことなどで現在の黒字幅が縮小していく見込みです。
　このような中、老朽化施設の改築更新、局地的な集中
豪雨等への浸水対策、地震対策など多額の経費を要する
工事を着実に実施していく必要があり、平成23年度に策
定した「尼崎市下水道中期ビジョン（計画期間：平成24
年度～平成33年度）」に基づき、事業費の平準化を図り
つつ、事業の安定的な運営に努める考えであります。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.80】 【4.27】 【66.41】 【707.33】

【95.06】【60.13】【136.39】【101.26】

【38.13】 【5.37】 【0.23】


